
うちこ宣言 
 

私たちは「暮らし再考、自然再生～今、見つめなおそう 真のエコロ

ジー～」をメインテーマに全国から集まり、内子、五十崎、小田の人た

ちと共に、三日間にわたる議論を重ねてきた。 

 

内子町は、歴史的環境保全、すなわち町並保存と、農山村の生活に密

着した村並保存で、住民主体のすぐれた実践を積み上げてきた。しかし

同時に、高齢化、過疎化など現実の苦悩も深い。これらはまた、日本社

会の縮図でもある。 

 

すでに多くの人が感じているように、地球環境問題は時間とのたたか

いである。この地球を持続可能な状態で次世代に残せるかどうか、いま、

私たちは瀬戸際にいる。 

 

内子町だけでなく、四国各地の先進的な事例を通して、私たちは、こ

の列島で生活してきた人びとの、自然との共生の知恵、伝統的歴史文化

の尊重に、問題解決の大きな鍵があることを学んだ。また、環境問題の

解決が、環境だけでなく、まちの活性化、地域雇用の確保、地域福祉の

充実、コミュニティの発展に資することを知った。 

 

朽ちかけた内子座が、市民の熱意と努力で復元したように、全国の私

たちは、いま、自らの地域の持てる資源を再考し、豊かな社会を子ども

たちへ引き継ぐための新たな一歩を踏み出すことを、ここに宣言する。 

 

２００７年５月２５日 
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